
毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
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き
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お
役
に
bf
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市
長
施
政
方
針
を
表
明
 

）
第
二
回三
月
定
例
市
議
会
か
ら
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五
所
川
原
市
長
と
し
て
再
度

ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
八
カ
月

余
り
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
 

こ
の
間
、
微
力
な
が
ら
 
「人
づ

く
り
を
基
本
と
し
た
総
合
的
な

生
涯
政
策
」
の
推
進
に
、
全
力

を
傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

幸
い
に
し
て
、
数
々
の
施
策

も
順
調
に
推
移
し
、
ふ
る
里
再

生
に
向
け
市
勢
も
着
実
に
進
展

し
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
ひ

と
え
に
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
 

ご
鞭
捷
の
賜
で
あ
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
 

さ
て
、
私
達
は
激
動
の
八
十

年
代
を
送
り
、
変
革
の
時
代
、
 

一
九
九
〇
年
代
を
迎
え
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
二
＋
一
世
紀
も

あ
と
十
年
と
迫
っ
て
参
り
ま
し

た
。
激
変
を
続
け
る
国
際
社
会

に
あ
っ
て
、
我
が
国
経
済
は
順

調
な
発
展
を
遂
げ
、
景
気
の
拡

大
は
連
続
し
て
四
年
に
な
ん
な

ん
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
、
経
済
の
着
実
 
 

な
伸
展
を
反
映
し
、
国
に
お
い

て
は
四
全
総
に
う
た
わ
れ
た
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
振
興

策
を
示
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

す
な
わ
ち
、
人
口
と
産
業
の

大
都
市

一
極
集
中
を
是
正
す
る
 

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
か
か
る
意
味
合
い
か
ら

も
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
我

が
五
所
川
原
市
の
道
し
る
べ
で

あ
る
、
総
合
開
発
計
画
の
策
定

は
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
昨
年

来
、
地
域
集
会
、
中
央
集
会
等

を
通
じ
、
各
界
、
各
層
の
ご
1忌

見
、
ご
要
望
を
徴
し
て
き
ま
し

た
の
も
こ
の
こ
と
に
外
な
り
ま

せ
ん
。
 

今
後
、
市
総
合
開
発
審
議
会

を
経
ま
し
て
、
年
内
に
は
構
想

の
全
容
を
ご
提
示
で
き
る
予
定
 
 

多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
で
あ

り
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
、
半

島
振
興
法
、
 一
連
の
ふ
る
里
創

生
事
業
、
更
に
は
、
北
国
へ
魅

力
あ
る
経
済
文
化
圏
の
形
成
を

目
指
す
、
青
函
イ
ン
タ
ー
ブ
ロ

ソ
ク
交
流
圏
構
想
が
そ
れ
で
あ

り
ま
す
。
 

県
に
お
い
て
も
 
「九
十
年
代

は
交
流
の
時
代
」
と
位
置
づ
け

人
、
物
、
情
報
を
中
心
と
し
た
 

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
政
策
の

柱
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
 

＊
快
適
都
市
の
建
設
と
産
業
の

高
度
化
を
図
る
…
生
涯
生
活
政

策
 

＊
保
健
衛
生
の
普
及
と
健
康
社

会
を
つ
く
る
…
生
涯
健
康
政
策

＊
教
育
環
境
の
整
備
と
奥
津
軽

文
化
の
交
流
、
発
展
を
促
進
す

る
…
生
涯
教
育
政
策
 

＊
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社
会
を

ひ
ら
く
…
生
涯
福
祉
政
策
 

以
上
の
四
つ
で
あ
り
ま
す
。
 

平
成
二
年
度
一
般
会
計
予
算
 
 

一
層
の
地
域
間
交
流
を
促
進
し
、
 

青
函
圏
域
経
済
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
き
た
る

べ
き
一
一
十一
世
紀
が
 
「地
方
の

時
代
」
、
「北
国
の
時
代
」
と
い

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
 

と
り
わ
け
、
青
森
ー
 
ケ
沢

間
に
高
規
格
幹
線
道
路
「
津
軽

自
動
車
道
」
が
具
体
化
し
た
こ

と
は
、
今
後
の
高
速
交
通
体
系

に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
な
 

は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
鋭
意
推

進
す
べ
く
、
対
前
年
比
一
二

・

二
％
増
の
大
型
積
極
予
算
の
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は

以
下
、
各
施
策
の
具
体
的
内
容

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。
 

先
ず
、
 一
番
目
の
生
涯
生
活

政
策
で
あ
り
ま
す
が
、
何
と
し

て
も
産
業
構
造
の
高
度
化
が
今

後
の
最
大
課
題
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
 一
層
の
農
工

併
進
、
融
合
を
進
め
、
企
業
誘

致
に
は
最
善
の
努
力
を
傾
注
い
 
 

か
で
も
、
当
市
に
二
つ
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
内
定
し
た
こ

と
は
、
企
業
誘
致
を
始
め
、
地

場
産
業
活
性
化
へ
の
イ
ン
パ
ク

ト
も
計
り
知
れ
ず
、
内
外
か
ら

の
誘
客
の
促
進
に
よ
る
観
光
開

発
と
併
せ
、
地
域
発
展
の
起
爆

剤
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
社
会
の
進
展
、
 

変
化
に
、
私
達
は
敏
速
な
対
応
 

要
ヒ
日
 

た
し
ま
す
。
又
、
漆
川
工
業
団

地
へ
の
企
業
立
地
も
順
調
に
進

み
、
分
譲
地
が
残
り
少
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
第
二
工
業
団

地
の
造
成
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
 

更
に
、
農
業
セ
ン
タ
ー
を
一
層

整
備
し
、
バ
イ
ォ
技
術
の
導
入

に
よ
る
機
能
ァ
ッ
プ
等
、
地
域

農
業
の
活
性
化
に
資
し
て
参
り

ま
す
。
 

次
に
商
業
対
策
で
あ
り
ま
す

が
、
待
望
の
一
方
通
行
規
制
が

解
除
さ
れ
、
交
通
渋
滞
は
大
幅

に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
 
 

は
商
店
街
の
活
性
化
、
近
代
化

を
促
進
す
る
た
め
、
駅
前
旧
国

鉄
跡
地
、
廃
堰
跡
地
を
含
め
た

総
合
的
な
都
市
計
画
事
業
導
入

の
前
提
と
な
る
、
基
本
調
査
に

着
手
い
た
し
ま
す
。
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
も
、
 

長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
財

政
の
効
率
化
は
も
と
よ
り
、
産

業
、
経
済
活
動
の
デ
ー
タ
バ
ン

ク
化
を
図
る
た
め
、
情
報
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
諸
般
の
準
備

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
新

年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ
機
器
の

導
入
等
、
稼
働
体
制
の
整
備
に

入
り
ま
す
。
 

都
市
環
境
の
整
備
充
実
は
、
 

快
適
な
都
市
生
活
上
、
欠
か
す
 

「
」と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
施
工
中
の
都
市
計
画
街

路
事
業
を
始
め
、
南
部
土
地
区

画
整
理
事
業
、
富
士
見
団
地
建

替
事
業
等
、
順
次
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。
 

一
一
番目
の
生
涯
健
康
政
策
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
清
潔
で
住

み
よ
い
健
康
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
下
水
道

事
業
に
加
え
、
新
年
度
か
ら
雨

水
幹
線
の
整
備
に
着
手
い
た
し

ま
す
。
農
業
用
水
路
の
統
廃
合

に
伴
い
、
廃
堰
の
整
備
活
用
は
 

【
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五
所
川
原
市
長
と
し
て
再
度

ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
八
カ
月

余
り
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
の
問
、
微
力
な
が
ら
「
人
守
つ

く
り
を
基
本
と
し
た
総
合
的
な

生
涯
政
策
」
の
推
進
に
、
全
力

を
傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
数
々
の
施
策

も
順
調
に
推
移
し
、
ふ
る
里
再

生
に
向
け
市
勢
も
着
実
に
進
展

し
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
ひ

と
え
に
関
係
各
位
の
ご
支
援
、

ご
鞭
挫
の
賜
で
あ
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。さ

で
、
私
達
は
激
動
の
八
十

年
代
を
送
り
、
変
革
の
時
代
、

一
九
九

0
年
代
を
迎
え
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、

二
十

一
世
紀
も

あ
と
十
年
と
迫

っ
て
参
り
ま
し

た
。
激
変
を
続
け
る
国
際
社
会

に
あ

っ
て
、
我
が
国
経
済
は
順

調
な
発
展
を
遂
げ
、
景
気
の
拡

大
は
連
続
し
て
問
年
に
な
ん
な

ん
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
経
済
の
着
実
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上
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た
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、
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地
域
の
振
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多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
で
あ

り
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
、
半

島
振
興
法
、

一
連
の
ふ
る
里
創

生
」
卒
業
、
更
に
は
、
北
国
へ
魅

力
あ
る
経
済
文
化
圏
の
形
成
を

目
指
す
、
青
函
イ
ン
タ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
圏
構
想
が
そ
れ
で
あ

り
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
「
九
十
年
代

は
交
流
の
時
代
」
と
位
置
づ
け
・

人
、
物
、
情
報
を
中
心
と
し
た

一
層
の
地
域
間
交
流
を
促
進
し
、

方
函
圏
域
経
済
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
き
た
る

べ
き
二
十

一
世
紀
が

「地
方
の

時
代
」
、
「
北
国
の
時
代
」
と
い

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
青
森

l
鯵
ケ
沢

聞
に
高
規
格
幹
線
道
路
「
津
軽

町
自
動
車
道
」
が
具
体
化
し
た
こ

と
は
、
今
後
の
高
速
交
通
体
系

に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
な

か
で
も
、
当
市
に
二
つ
の
イ
ン

タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
内
定
し
た
こ

と
は
、
企
業
誘
致
を
始
め
、
地

場
産
業
活
性
化
へ
の
イ
ン
パ
ク

ト
も
計
り
知
れ
ず
、
内
外
か
ら

の
誘
存
の
促
進
に
よ
る
観
光
開

発
と
併
せ
、
地
域
発
展
の
起
爆

剤
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
進
展
、

変
化
に
、
私
達
は
敏
速
な
対
応

第

一回
三
月
定
例
市
議
会
か
ら

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
か
か
る
怠
味
合
い
か
ら

も
、
二
十
一
位
紀
に
お
け
る
我

が
五
所
川
原
市
の
道
し
る
べ
で

あ
る
、
総
合
開
発
計
画
の
策
定

は
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
昨
年

来
、
地
域
集
会
、
中
央
集
会
等

を
通
じ
、
各
界
、
各
層
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
徴
し
て
き
ま
し

た
の
も
こ
の
こ
と
に
外
な
り
ま

せ
ん
。

今
後
、
市
総
合
開
発
審
議
会

を
経
ま
し
て
、
年
内
に
は
構
想

の
全
容
を
ご
提
示
で
き
る
予
定

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
政
策
の

柱
と
い
た
し
ま
し
で
は
、

申
快
適
都
市
の
建
設
と
産
業
の

高
度
化
を
図
る
・
生
涯
生
活
政

策牢
保
健
衛
生
の
普
及
と
健
康
社

会
を
つ
く
る
・
・
・
生
涯
健
康
政
策

本
教
育
環
境
の
整
備
と
奥
津
軽

文
化
の
交
流
、
発
展
を
促
進
す

る

・
生
涯
教
育
政
策

牢
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社
会
を

ひ
ら
く
・
・
・
生
涯
福
祉
政
策

以
上
の
四
つ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
年
度

一
般
会
計
予
算

は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
鋭
怠
推

進
す
べ
く
、
対
前
年
比

一
二

・

二

%
噌
の
大
型
積
極
予
算
の
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は

以
下
、
各
施
策
の
具
体
的
内
零

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
と
げ
ま

す
。先

ず
、

一
番
目
の
生
涯
生
活

政
策
で
あ
り
ま
す
が
、
何
と
し

て
も
産
業
構
造
の
高
度
化
が
今

後
の
最
大
課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

一一
層
の
農
工

併
進
、
融
合
を
進
め
、
企
業
誘

致
に
は
最
善
の
努
力
を
傾
注
い

た
し
ま
す
。
又
、
漆
川
工
業
団

地
へ
の
企
業
立
地
も
順
調
に
進

み
、
分
譲
地
が
残
り
少
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
第
二
工
業
団

地
の
造
成
に
若
手
い
た
し
ま
す
。

更
に
、
農
業
セ
ン
タ
ー
を

一
一層

整
備
し
、
バ
イ
オ
技
術
の
導
入

に
よ
る
機
能
ア

ッ
プ
等
、
地
域

内
因
業
の
活
性
化
に
資
し
て
参
り

ま
す
。

次
に
商
業
対
策
で
あ
り
ま
す

が
、
待
望
の
一
方
通
行
規
制
が

解
除
さ
れ
、
交
通
渋
滞
は
大
幅

に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度

は
商
庶
街
の
活
性
化
、
近
代
化

を
促
進
す
る
た
め
、
駅
前
旧
国

鉄
跡
地
、
廃
堰
跡
地
を
含
め
た

総
合
的
な
郎
市
計
画
事
業
導
入

の
前
提
と
な
る
、
基
本
調
査
に

在
手
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
も
、

長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
k
、
行
財

政
の
効
率
化
は
も
と
よ
り
、
産

業
、
経
済
活
動
の
デ
ー
タ
バ
ン

ク
化
を
図
る
た
め
、
情
報
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
諸
般
の
準
備

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
新

年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ
機
訴
の

導
入
等
、
稼
働
体
制
の
整
備
に

入
り
ま
す
。

剛
山
市
環
境
の
整
備
充
実
は
、

快
適
な
郎
市
生
活

k
、
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
施
工
中
の
剛
山
市
計
画
街

路
事
業
を
始
め
、
南
部
上
地
区

両
整
理
事
業
、
出
上
兄
団
地
建

管
事
業
等
、
順
次
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

二
番
困
の
生
涯
健
康
政
策
と

い
た
し
ま
し
で
は
、
消
潔
で
住

み
よ
い
健
康
的
な
ま
ち
守
つ
く
り

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
下
木
道

事
業
に
加
え
、
新
年
度
か
ら
雨

中
小
幹
線
の
整
備
に
若
手
い
た
し

ま
す
。
農
業
用
中
小
路
の
統
廃
合

に
伴
い
、
廃
堰
の
整
備
活
用
は



緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
グ
リ
ー
 

ン
ベ
ル
ト
、
遊
歩
道
、
駐
車
場

等
と
併
せ
た
、
 一
体
的
な
整
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
、
 

重
要
文
化
財
平
山
家
の
一
角
に

花
菖
蒲
園
を
建
設
し
、
北
限
の

梅
ま
つ
り
、
赤
ー
い
り
ん
ご
の

花
ま
つ
り
、
夏
ま
つ
り
、
牧
場

ま
つ
り
、
更
に
は
雪
ま
つ
り
に

加
え
、
花
菖
蒲
ま
つ
り
と
し
て

定
着
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
 

、
 

三
番
目
の
生
涯
教
育
政
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
は
も
と

よ
り
、
周
辺
住
民
待
望
の
ふ
る

里
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
建
設
に

着
手
い
た
し
ま
す
。
新
年
度
に

お
い
て
は
、
基
本
構
想
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
を
実
施
し
、
 

平
成
三
ー
四
年
度
の
ニ
カ
年
間

で
圏
域
文
化
の
殿
堂
と
も
い
え

る
、
立
派
な
施
設
を
建
設
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
議

会
に
提
案
し
ま
し
た
当
市
と
、
 

北
郡
下
全
町
村
か
ら
な
る
、
「ふ

る
里
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
ー
部

事
務
組
合
」
の
設
立
に
つ
き
ま

し
て
は
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
南
小

校
舎
の
建
替
え
、
栄
小
校
舎
の

増
築
、
五
小
プ
ー
ル
の
建
設
、
 

更
に
は
中
央
小
の
大
規
模
改
修

等
、
引
き
続
き
教
育
施
設
の
整

備
充
実
を
期
し
て
参
り
ま
す
。
 

四
番
目
の
生
涯
福
祉
政
策
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
懸
案
の
養
護
 

老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
の
移
転

新
築
を
い
た
し
ま
す
。
老
朽
化

し
た
施
設
に
、
長
年
耐
え
忍
ん

で
こ
ら
れ
た
入
居
者
に
と
り
ま

し
て
は
念
願
の
施
設
で
あ
り
、
 

一
日
も
早
く
、
安
全
、
快
適
な

施
設
で
老
後
の
安
ら
ぎ
を
送
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
老
人
ホ
 

ー
ム
の
建
設
予
定
地
で
あ
り
ま

す
幾
世
森
地
区

一
帯
は
、
既
存

の
北
部
公
園
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
 

市
民
プ
ー
ル
と
併
せ
、
圏
民
セ

ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
等
を

整
備
し
、
市
北
部
発
展
の
拠
点

に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

な
お
、
多
く
の
市
民
か
ら
そ

の
使
途
に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ

ら
れ
、
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
「
ふ
る
里
創
生
一

億
円
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

当
面
全
額
基
金
積
立
と
し
、
後

日
、
財
団
法
人
 
「五
所
川
原
虫
 

送
り
振
興
会
」
と
し
て
発
足
さ

せ
、
運
用
果
実
は
、
台
車
、
衣

装
等
の
整
備
に
充
当
、
虫
送
り

の
振
興
、
発
展
に
充
て
る
も
の

で
あ
り
、
将
来
は
「
虫
送
り
の

里
五
所
川
原
」
建
設
の
支
援
母

体
と
し
て
育
成
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
 

③平成 2 年（1990年）4 月I日 広報ごしょがわら 
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平成2年度一般会計予算 
（単位千円・％ △印は減） 

歳 	 入 

区 	 分 2 年度 対前年度当初比％ 

1 市 	 税 3,404,512 △1.5 

2 地 方 譲 与 税 333,000 29.8 

3 利 子 割 交 付 金 55,000 22.2 

4 特別地方消費税交付金 1,100 皆増 

S 自動車取得税交付金 83,000 18.6 

6 地 方 交 付 税 4,756,000 13.4 

7 交通安全対策特別交付金 9,900 △32.2 

8 分担金及び交付金 423,257 L0 .9 

9 使用料及び手数料 256,735 2.7 

10 国 庫 支 出 金 2,937,753 8.7 

11 県 	支 	出 	金 515,503 19.5 

12 財 	産 	収 	入 39,348 L33 .6 

13 寄 	附 	金 1 0.0 

14 繰 	入 	金 100,999 5,049,850.0 

15 繰 	越 	金 1 0.0 

16 諸 	収 	入 951,091 1.3 

17 市 	 債 1,450,800 80.2 

合 	 計 15,318,000 12.2 

歳 出 

区 分 2 年 度 対前年度当初比％ 

1 議 会 費 171,717 13.6 

2 総 務 費 1,885,157 14.9 

3 民 生 費 4,048,103 24.2 

4 衛 生 費 1,046,252 L0.6 

5 労 イ重』 費 140,360 L13.6 

6 農 林 水 産 業 費 462,401 L4.0 

7
 
8
 

商
 
土
 
工
 
木
 
費
 
費
 

 

358,688 6.6 

2,480,776 6.0 

9 消 防 費 629,047 5.1 

10 教 育 費 2,502,087 23.0 

11 災 害 	復 	I日 費 56,640 L10.2 

12 公 債 費 1,518,360 0.3 

13 諸 支 	出 金 8,412 25.0 

14 予 備 費 10,000 0.0 

合 計 15,318,000 12.2 

緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
、
遊
歩
道
、
駐
車
乍
場

等
と
併
せ
た
、

一
体
的
な
整
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
、

重
要
文
化
財
平
山
家
の

一
角
に

花
甘
い靖
国
を
建
設
し
、
北
限
の

梅
ま

つ
り
、
赤
j
い
り
ん
ご
の

花
ま
つ
り
、
夏
ま
つ
り
、
牧
場

ま
つ
り
、
吏
に
は
雪
ま
つ
り
に

加
え
、
花
日
蒲
ま
つ
り
と
し
て

定
石
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

(第708号)広報ごしょがわら

平成2年度一般会計予算

③予成2年(1990年)4月 1fl 

三
番
目
の
生
涯
教
育
政
策
に

つ
き
ま
し
で
は
、
市
民
は
も
と

よ
り
、
問
辺
住
民
待
望
の
ふ
る

里
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
注
設
に

者
予
い
た
し
ま
す
。
新
年
度
に

お
い
て
は
、
基
本
構
想
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
を
実
施
し
、

平
成
三

l
同
年
度
の
二
カ
年
間

で
圏
域
文
化
の
殿
堂
と
も
い
え

る
、
立
派
な
施
設
を
建
設
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
議

会
に
提
案
し
ま
し
た
当
市
と
、

北
郡
下
令
町
村
か
ら
な
る
、
「ふ

る
里
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー

一
部

事
務
組
合
」
の
設
立
に
つ
き
ま

し
で
は
、
何
本
十
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
南
小

校
舎
の
建
答
え
、
栄
小
校
舎
の

増
築
、
五
小
プ
l
ル
の
建
設
、

更
に
は
中
央
小
の
大
規
模
改
修

等
、
引
き
続
き
教
育
施
設
の
整

備
充
実
を
期
し
て
参
り
ま
す。

四
香
同
の
生
涯
福
祉
政
策
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
懸
案
の
建
議

歳 人

Ix~ ノノ、J 2年度 対前年度当初比%

1 おt 3，404，512 ム 1.5

2 .t也 方 J裳 与 税 333.000 29.8 

3 平IJ チ 別 交 付 合 55.000 22.2 

4 特別地方消費税交付金 1，100 皆I曽

5 自動車取得税交付金 83.000 18.6 

6 .t也 }J 交 イナ おt 4，756，000 13.4 

7 交通安全対策特別交付金 9，900 ム32.2 I 

8 分 fl[令及び交 付 合 423.257 ム0.9

9 使用 料 及び予 数料 256，735 2.7 

10 同 庫 支 〈在 2，937，753 8.7 

11 ~県 支 て校 515，503 19.5 

12 l!1 産 収 人 39.348 ム33.6

13 奇: ~f.t て在 1 0.0 

14 繰 人 てな 100，999 5，049，850.0 

15 繰 越 イ任 1 0.0 I 

16 諸 収 人 951，091 1.3 

17 di U'i 1，450，800 80.2 

ノ1L1 言「 15.318.000 12.2 

老
人
ホ

l
ム
く
る
み
園
の
移
転

新
築
を
い
た
し
ま
す
。
老
朽
化

し
た
施
設
に
、
長
年
耐
え
忍
ん

で
こ
ら
れ
た
入
居
者
に
と
り
ま

し
て
は
念
願
の
施
設
で
あ
り
、

一
円
も
口
「
く
、
安
令
、
快
適
な

施
設
で
老
後
の
安
ら
ぎ
を
送

っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
与
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
老
人
ホ

ー
ム
の
也
設
予
定
地
で
あ
り
ま

す
幾
世
森
地
区

A

備
は
、

既
存

の
北
部
公
園、

浄
化
セ

ン
タ
ー
、

市
民
プ
l
ル
と
併
せ
、
圏
民
セ

ン
タ
ー
、
児
童
セ

ン
タ
ー
等
を

整
備
し
、
市
北
部
発
展
の
拠
点

に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
多
く
の
市
民
か
ら
そ

の
使
途
に

つ
い
て
関
心
が
寄
せ

ら
れ
、
武
重
な
ご
提
一
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
「
ふ
る
里
削
伶
三

億
円
事
業
」
に
つ
き
ま
し
で
は
、

当
面
全
額
基
金
積
包
と
し
、
後

日
、
財
団
法
人

「五
所
川
原
虫

送
り
振
興
会
」

と
し
て
発
足
さ

せ
、
運
用
果
実
は
、
台
車
、
衣

装
等
の
整
備
に
充
当
、
虫
送
り

の
振
興
、
発
展
に
充
て
る
も
の

で
あ
り
、
将
来
は
「
虫
送
り
の

里
五
所
川
原
」
建
設
の
支
援
母

体
と
し
て
育
成
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。一/

リバ
7
J

歳 モ1'，

Ix~ ノノ'r 2 年 度 対前年度当初比 %

1 議 lZL 3L 'f( 171，717 13.6 

2 車15 1労 Z聖 1，885，157 14.9 

3 民 生 費 4，048，103 24.2 

4 待3 '1:: 宝主 1，046，252 ム0.6

5 労 {!lib 費 140.360 ム13.6

6 農 林 水産業 費 462，401 l ム4.0

7 商 工 'ti. 358.688 6.6 

8 土 木 費 2，480，776 6.0 

9 i肖 桔 資 629.047 5.1 

10 教 Tf 'f!( 2，502，087 23.0 

11 災 室長: 復 l日 費 56，640 ム10.2

12 土5 f.i't 費 1. 518.360 0.3 

13 諸 支 て後 8，412 25.0 

14 iι {繭 費 10.000 0.0 

メr1〉、 計 15，318，000 12.2 

を



平成 2 年（1990年）4 月1日 
	

広報ごしょがわら 	 （第708号）④ 

            

     

般会計予算は 

   

      

3月8日から12日間の日程

で開かれた市議会3月定例会で、 

平成2年度の市の一般会計予算

が総額153億1千8百万円と

決まりました二っ 

 

       

           

           

  

1,800万円に ） 

   

 

人づく C,) へ 	1 
生涯政策 を 実施 ’- 

 

   

生涯健康政策 W育政策 生涯蓋祉政策 

市民参た竺戸些讐二 長寿社会推進施策 学校教育施策 

菊ケ丘運動公園整備 	45,811 五所川原小学校屋体工事 	60.094 養護老人ホーム建設 657.464 

北 部 公 園 整 備 	76,753 五所川原小学校プール工事 	60,055 長 寿 褒 彰 金 8,999 

社会体育振興補助金他 	3,629 南小学校校舎建設工事 572,908 老人クラブ活動費補助金 5,621 

市民 プー ル 管理 	2,232 栄小学校校舎増築費 157,404 市老連基本財産造成運動補助金 

津軽フラワ センター整備費 	5,460 
栄小学校用地取得費 245.805 1,000 

中央小学校大規模改造工事費 	94.070 老人ホーム入所措置費 389,531 

三好中学校地質調査 	3.860 

保健環境衛生施策 第二中学校物置建設 	3.000 福祉活動参加施策 

病院事業会計繰出金 200 ,000 教育方法開発特別設備費 	19 .020 
シルバー人材センター補助金 

救 急 医 療 対 策 	4,345 社会教育施策 
22,800 

無料巡回医療補助 	150 母親ク ラブ活動費 1,480 
（仮）ふるさと交流圏民センター 

高 	額 	療 	養 	費 	35,000 事業費 	 86,884 西北五精神薄弱児施設組合補助 
8,968 

地域医療対策協会負担金 	1,000 42,957 高等看護学院繰出金 	42,957 
遺児入学祝金等扶助費 2,740 

国民健康保険事業勘定特別会計 
繰出金 	 73,000 

3,800 外国青年招致事業 	3,800 

2,836 各 種 講 座 開 設 	2,836 
梅泉児童館整備費 1 ,072 

老人保健特別会計繰出金 128,900 1,339 青年団・婦人会活動費助成他 	1,339 
家 庭 奉 仕 員 22,149 

雨水管渠築造工事 328,400 300 文 化 	講 演 会 	300 

汚水管渠等工事（用地費含む） 250 青年海外派遣事業負担金 	250 
373 ,887 

野里埋立地整備 	31,900 文化振興施策 

新市域可燃物収集 	6.798 文 化 財 保 護 費 6,875 
（観音林遣跡発掘調査他） 

《
 

こ
れ
は
、
平
成
元
年
度
当
初

予
算
に
比
較
し
て
十
六
億
六
千

七
百
万
円
増
（伸
び
率
十
二
・

二
％
）
で
、
昭
和
六
十
三
年
度

か
ら
三
年
連
続
の
積
極
型
予
算

で
す
。
 

一
般
会計
当
初
予
算
が
対
前

年
比
ニ
ケ
タ
の
伸
び
に
な
っ
た

の
は
昭
和
五
十
七
年
度
以
来
の

こ
と
で
、
佐
々
木
市
長
は
「
依

然
厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
が

い
ま
取
り
組
ま
な
い
と
時
期
的

に
後
れ
を
と
っ
て
し
ま
う
。
新

規
事
業
に
思
い
切
っ
て
着
手
し

た
」
 
と
語
って
い
ま
す
。
 

平
成
二
年
度
の
予
算
編
成
は

一
干
一
世
紀
へ
の
ス
タ
ー
ト
を

き
る
「
や
る
気
元
年
」
の
年
と

し
、「ふ
る
さ
と
お
こ
し
は
人
づ

く
り
」
を
基
本
政
策
に
、
次
の

四
本
の
重
点
政
策
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
 

①
 
快
適
都
市
の
建
設
と
産

業
の
高
度
化
を
図
る
廿
生
涯
生

活
政
策
 

②
 
保
健
衛
生
の
普
及
と
健

康
社
会
を
つ
く
る
廿
生
涯
健
康

政
策
 

③
 
教
育
環
境
の
整
備
と
奥

津
軽
文
化
の
交
流
・
発展
を
促

進
す
る
廿
生
涯
教
育
政
策
 

④
 
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社

会
を
ひ
ぢ
く
井
生
涯
福
祉
政
策
 

(第708号)④

3月8日から 12日間の日程

で聞かれた市議会3月定例会で、

平成2年 度 の 市 の 一 般 会 計 予 算

が総 額153憶 1千 8百万円と

決まりました。

平成2年(1990年)4月1日

こ
れ
は
、

平
成
元
年
度
当
初

予
算
に
比
較
し
て
十
六
億
六
千

七
百
万
円
増

(伸
び
率
十
二

・

二

%
)
で
、
昭
和
六
十
三
年
度

か
ら
三
年
連
続
の
積
極
型
予
算

で
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算
が
対
前

年
比
二
ケ
タ
の
伸
び
に
な

っ
た

の
は
昭
和
五
十
七
年
度
以
来
の

こ
と
で
、
佐
々
木
市
長
は
「
依

然
厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
が

い
ま
取
り
組
ま
な
い
と
時
期
的

に
後
れ
を
と

っ
て
し
ま
う
。
新

規
事
業
に
思
い
切

っ
て
着
手
し

た
」
と
語

つ
で
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
の
予
算
編
成
は

二
十

一
世
紀
へ
の
ス
タ
ー
ト
を

き
る

「や
る
気
元
年
」
の
年
と

し
、
「
ふ
る
さ
と
お
こ
し
は
人
。
つ

く
り
」
を
基
本
政
策
に
、
次
の

四
本
の
重
点
政
策
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

①
快
適
郎
市
の
建
設
と
産

業
の
高
度
化
を
図
る

1
生
涯
生

活
政
策

②
保
健
衛
生
の
普
及
と
健

康
社
会
を
つ
く
る
H
生
涯
健
康

政
策③

教
育
環
境
の
整
備
と
奥

津
軽
文
化
の
交
流

・
発
展
を
促

進
す
る
H
生
涯
教
育
政
策

④

こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社

会
を
ひ
ら
く

1
生
涯
福
祉
政
策

(長寿社会推進施策学校教育施策市民皆スポーツマン育成施策

657，464 養護 老人 ホー ム建 設60，094 五所川原小学校屋体工事

五所川原小学校プール工事

45，811 菊ケ丘運動公園整備

8，999 金彰褒寿長60，055 76，753 i蔵整国公音日北

5，621 老人クラ ブ活動費補助金572，908 南小学校校舎建設工事3，629 社会体育振興補助金他

市老連基本財産造成運動補助金
1，000 

157，404 

245，805 

389，531 老人ホーム入所措置費94，070 

3，860 

栄小学校校舎増築費

栄小学校用地取得費

中央小学校大規模改造工事費

三好中学校地質調査

第二中学校物置建設

2，232 

5，460 

ル管理

津軽フラワーセンター整備費

市民 プ ー

福祉活動参加施策

シルバ一人材セ ンター補助金
22，800 

3，000 

19，020 教育方法開発特別設備費

保健環境衛生施策

200，000 

4，345 

病院事業会計繰出金

社会教 育 施 策策立す療医急ま文

1，480 母 親 ク ラ ブ活動費150 無料巡回医療 補助

西北五精神薄弱児施設組合補助
8，968 

(仮)ふるさと交流国民センター
事業費 86，884 35，000 費養療害責古

同

2，740 遺児入学祝金等扶助費
42，957 

3，800 

高等看護学院繰出金

外国青年招致 事業

講座

1，000 地域医療対策協会負担金

1，072 梅 泉 児 童 館 整 備 費
2，836 設開種各

国民健康保険事業勘定特別会計
繰出金 73，000 

22，149 員仕奉庭家
1，339 青年団・婦人会活動費助成他128，900 老人保健特別会計繰出金

300 A 
:z;; J寅

青年海外派遣事業負組金

講レし，4』文328，400 雨水管渠築造工事

250 汚水管渠等工事 (用地費含む)
373，887 

|文化振興施策

文化財保護費 6.875 
(観音林遺跡発掘調査他)

31，900 野 里埋立地整備

6，798 新市域可燃物収集



地域経済活性1 

 

ヒ施策 

新農村地域定住促進対策費

農村総合整備モ デル事業

農 業 施 設 災 害 復~日 費

公共土木施設災害復 I日費

赤～しいJンゴ加工開発研究委託料

県営堺野沢地区ため池整備事業負担金

県営三の沢地区ため池整備事業負担金

県営津軽北部地区広域農道整備事業負担金

県営五所川原地区広域農道整備負担金

ご し ょ がわ ら 産業 ま つ り

夏 祭 り ・ 雪 祭 り

五所川原菖蒲・牧場祭‘) 

梅 	 祭 	 り 

津軽半島・五所川原観光物産展負担金

総合行政情報システム開発 

快適都市環境施策 

南 部 土 地 区 画 整理 事 業 

公営住宅立替（ 45 号棟） 

公営住宅立替（6号棟他） 

29,085 

15,675 

40,046 

16,594 

300 

4,043 

3,123 

11,734 

17,605 

2,800 

6,100 

1 , 100 

1 ,355 

2,500 

91 ,420 

241,284 

375,614 

351,286 

漆 川 ・ 岩 木 町 線 街 路

田 川 ・ 三 ツ 屋 線 街 路

県営 （街路） 姥落ー田川線

県営（街路）広田・新宮町線

吹畑・漆川線自 歩道新設

漆 川 幹 線 舗 装 新 設

臨 時 地 方 道 整 備

準 

津軽広域水道事業団負担金

西北五衛生処理組合負担金

下 水道 事 業 会計 繰 出 金

五所川原地区消防事務組合負担金

消 防 ポ ン プ 自 動 車 他

地 上 式 消 火 栓

消 防 屯 所

消防コ ミ ュニテ ィ セ ン タ ー 

ホ ー ス 乾 燥 柱

堰 統 廃 合 対 策 費

市街地基本構想計画策定業務委託

中 小 企 業 特 別 融 資 貸付

工業用水道事業会計繰出金

除 雪 機 購 入 

103,417 

124,159 

34,900 

13,960 

15,020 

37,054 

136,900 

26,711 

49,909 

391,950 

466,817 

554,324 

17,900 

10,800 

3,200 

4,000 

2,100 

14.911 

10,300 

260,000 

7,500 

32,132 

岩
 

、
 

厳
し
い
財
政
環
境
の
も
と
で

財
源
の
重
点
的

・
効
率
的
な
配

分
を
図
る
一
方
で
、諸
経
費
の

節
減
と
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
 

歳
入
で
は
、
消
費
税
導
入
に

よ
る
所
得
税
減
税
の
あ
おり
で
、
 

市
税
が
五
千
二
百
六
十
七
万
一
一

千
円
元
年
度
比
一
・
五％
減
）
 

の
減
収
が見
込
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
老
人
ホ
ー
ム
「く
る
み
園
」
 

の
建
設
な
ど
新
規
事
業
実施
の

た
め
市
債
が
八
〇
・
二％
と
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
 

反
面
、
道
路
や
公
共施
設
整

備
等
で
地
方
交
付税
、
国
庫
支

出
金
が
増
え
依
存
財
源
は
平
成

元
年
度
よ
り
三
・
八％
増
え
六

六
・
二％
と
な
って
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
に
伴
い
民
生
費
が七
億
八

千
九
百
十
五
万
八
千円
（
平
成
 

元
年
度
比
一
西
、一
一％
増
）
増

え
た
ほ
か
、学
校
の
新
・
増
築

に
よ
り
教
育
費
が
元
年
度
比
一
一

三
・
〇
％
増
え
て
い
ま
す
。
 

平
成
二
年
度
の
重
点
政
策
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。
 

（単
位
千
円
、
太
字
は
新
規

事
業
）
 

⑤平成 2 年（1990年）4 月 1 日 	 広報ごしょが’わら 	 （第708号）          

平成2年度、市の 
く  153億 

Is、るえ乞驚二圭焦 

生 涯 生 活 政 策 

(第708号)広報ごしょがわら⑤手成2年(1990年)4月 1口

市の
53億

成平

耕 rrふるさとおこしと
4 つの 重 点

厳
し
い
財
政
環
境
の
も
と
で

財
源
の
重
点
的

・
効
率
的
な
配

分
を
図
る
一
方
で
、
諸
経
費
の

節
減
と
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
消
費
税
導
入
に

よ
る
所
得
税
減
税
の
あ
お
り
で
、

市
税
が
五
千
二
百
六
ト
ヒ
万
二

千
円
つ冗
年
度
比

一
・
五
%
減
)

の
減
収
が
兄
込
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
老
人
ホ
l
ム
「
く
る
み
閏
」

の
建
設
な
ど
新
規
事
業
実
施
の

た
め
市
伯
が
八

0
・
二

%
と
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

反
面
、
道
路
や
公
共
施
設
瞥

備
等
で
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
が
増
え
依
存
財
源
は
平
成

元
年
度
よ
り
三

・
八
%
増
え
六

六

・
二
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
老
人
ホ
l
ム
の

建
設
に
作
い
民
生
貨
が
七
億
八

千
九
行
ト
五
万
八
千
円

(平
成

元
年
度
比
二
問
・

二

%
増
)
哨

え
た
ほ
か
、
山
下
校
の
新

・
附
築

に
よ
り
教
育
品
目
が
一冗
年
度
比
二

一二

・
O
%
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
-
一年
度
の
重
点
政
策
は

ド
記
の
と
お
り
で
す
。

(単
位
千
川
、
太
字
は
新
規

事
業
)

103，417 路街高泉jIIT 木岩III 漆地域経済活性化施策
124，159 路街高泉屋ツ)11 回

34，900 田 川 線姥治(街路 )

(街路)

県 営29，085 新農村地域定住促進対策費

13，960 広田・新宮町線県営15，675 農村総合整備モデル事業

15，020 漆川線自歩道新設H欠畑40.046 費|日復室
口

，，< 

* 
壬]l.

;;X 施業農

37，054 舌岳
ロ)(ら新装舗線車宇)11 漆16，594 公共土 木施設 災害 復旧費

136，900 i爺整道方地H寺臨300 赤~いリンゴ加工開発研究委託料

26，711 官多改)11 可用準4，043 県営堺野沢地区ため池整備事業負担金

49，909 

391，950 

津軽広域水道事業団負担金

西北 五 衛生処理組 合負 担金

3，123 

11，734 

県営三の沢地区ため池整備事業負担金

県営津軽北部地区広域農道整備事業負担金

県営五所川原地区広域農道整備負担金 466，817 下水道事業会計繰出金17，605 

554，324 五所川原地区消防事務組合負担金2，800 りつら産 業まがわよごし

17，900 f也車動自フ。ンポ防t向6，100 りg 
小雪り生z

;.，ミ夏

10，800 栓火t消式上出
也

'+B.，
 

1，100 牧場祭り五所川原菖蒲

3，200 所屯防t南1，355 祭梅

4，000 センターミュニティ消防 コ2，500 津軽半島・五所川原観光物産展負担金

2，100 

14，911 

柱

費

;燥

策

申Z

対A 
Eコ

ス

廃統

ホ

堰

91，420 総合行政情 報 システ ム開発

|快適都市環境 施 策 | 10，300 

260，000 

7，500 

市街地基本構想計画策定業務委託

中小企業特別融資貸付

工業用水道事業会計繰出金

241，284 

375，614 

南部土地区画整 埋事業

公営 住宅立 替(45号棟)

公営住宅立替 (6号棟他 )
32，132 入目誇機雪除

351，286 



市
立
高
等
看
護
学
院
で
卒
業
式
 

広報ごしょがわら 平成 2 年（1990年）4 月1日 （第708号）⑥ 

市
立
高
等
看
護
学
院
の
第
一
一

十
二
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
」
一

月
九
日
午
後
一
時
半
か
ら
学
院

一
階
教
室
に
卒
業
生
及
び
父
兄
、
 

在
校
生
、
来
賓
な
ど
お
よ
そ
百

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
卒
業

生
二
十
五
人
に
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
、
初
め
に
山
形

院
長
が
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
 

卒
業
証
書
を
手
渡
し
、「名
実
と

も
に
素
晴
ら
し
い
看
護
婦
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

次
い
で
、佐
々
木
市
長
が
「よ

り
一
層
研
さ
ん
に
尽
く
さ
れ
、
 

ご
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
、
山
口
市
議
会
議
長
ら

来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
在
校
生
一
人
ひ

と
り
か
ら
献
花
を
受
け
卒
業
生

を
代
表
し
て
小
林
真
澄
さ
ん
が

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
市
長
賞
 
小
林
真
澄
 

〇
皆
勤
賞
 
小
林
真
澄
、
日
 

沼
あ
ゆ
み
、
森
千
加
子
、
吉
田
 

晴
美
 

（敬
称
略
）
 

山形院長から卒業証書を受ける卒業生 

在校生から献花を受ける卒業生 

福
祉
基
金

に
と
四
万
六
百
余
円
 

ー

津
軽
三
味

線
滝
栄
会

ー
 

監
ま
 

し
ま
し
た
。
 

作
品
集
コ

干
一
世
紀
の
五

所
川
原
」
は
、
先
に
市
が
募
集

し
た
九
十
五
編
の
な
か
か
ら
入

選
し
た
二
十
三
編
が
収
め
ら
れ

て
お
り
、
B
五
判
・
五
十
六
ぺ
 

津
軽
三
味
線
滝
栄
会

（大
邑

滝
雄
会
長
）
は
三
月
十
一
日
、
 

社
会
福
祉
基
金
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
四
万
六
百
六
十
円
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
、
 

大
邑
会
長
ら
が
小
原
事
務
局
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

同
月
十
日
、
市
民
文
化
会
館

で
開
い
た
 
「津
軽
三
味
線
滝
栄
 

会
発
表
会
」
の
益
金
を
贈
っ
た

も
の
で
す
。
 

入
選
論
斜
素
ザ

世
 

紀
ゆ
嬬
川
源
叱
憐
行
 

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、市
制
施
 

ー
ジ
。
 

行
三
十
五
周
年
記
念
の
募
集
論
 

市
で
は
入
選
者
を
は
じめ
、
 

文
入
選
作
品
集
コ

ー
十
一
世紀
 

各
小

・
中
・
高校
等
に
寄
贈
し

の
五
所
川
原
」
二
百
部
を
発行
 

ま
し
た
。
 

mu
守
ゐ

aa§
話
、
濁
ム
域
内
対
車
内
U

(第708号)⑥広報ごしょがわら

市
立
高
等
看
護
学
院
の
第
二

十
二
回
卒
業
証
古
授
与
式
が
三

月
九
日
午
後

一
時
半
か
ら
学
院

一
階
教
室
に
卒
業
生
及
び
父
兄
、

在
校
生
、
来
賓
な
ど
お
よ
そ
百

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
卒
業

生
二
十
五
人
に
卒
業
証
主
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
式
で
は
、
初
め
に
山
形

院
長
が
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
汗
を
手
渡
し
、
「
名
実
と

も
に
素
晴
ら
し
い
看
護
婦
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

次
い
で
、佐
々
木
市
長
が
「
よ

り

一
層
研
さ
ん
に
尽
く
さ
れ
、

ご
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
、
山
円
市
議
会
議
長
ら

来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

平成2年(1990年)4月1日

こ
の
あ
と
、
在
校
供

一
人
ひ

と
り
か
ら
献
花
を
受
け
卒
業
生

を
代
表
し
て
小
林
真
澄
さ
ん
が

答
砕
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
市
長
賞
小
林
真
濯

O
皆
勤
賞
小
林
真
濯
、
日

沼
あ
ゆ
み
、
木
林
千
加
子
、
吉
田

晴
美

(敬
称
略
)

山形院長から卒業証書を受ける卒業生

津
軽
三
味
線
滝
栄
会

(大
色

滝
雄
会
長
)
は
三
月
十
.
日
、

社
会
福
祉
基
金
に
役
立
て
て
く

だ
さ

い
と
四
万
六
百
六
十
円
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付、

大
邑
会
長
ら
が
小
原
事
務
局
長

に
予
渡
し
ま
し
た
。

同
月
卜
円
、
市
民
文
化
会
館

で
聞
い
た

「
津
軽
三
味
線
滝
栄

会
発
表
会
」
の
益
金
を
贈
っ
た

も
の
で
す
。

在校生から献花を受ける卒業生

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
市
制
施

行
三
十
五
周
年
記
念
の
募
集
論

文
入
選
作
品
集
「
二
十

一
世
紀

の
五
所
川
原
」
二
百
部
を
発
行

し
ま
し
た
。

作
品
集

「二
十

一
世
紀
の
五

所
川
原
」
は
、
先
に
市
が
募
集

し
た
九
十
五
編
の
な
か
か
ら
人

選
し
た
二
十
三
編
が
収
め
ら
れ

て
お
り
、

B
五
判
・
五
卜
六
ぺ

行世

ー
ジ。市

で
は
人
選
者
を
は
じ
め
、

各
小

・
中

・
高
校
等
に
寄
贈
し

ま
し
た
。



ひ

若
い
エ
ン
ジニ
ア
鵬人
が
巣
立
っ
 ）
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・
・
（
 ・
‘
・
‘・‘
こ
‘
 
・
 

を
巣
だ
っ
て
行
き
ま
した
。
 

ニ
ー

ズ
「
引
う

！
ュ
 

卒
業
式
で
は
、
辻
校
長
が
卒

月
十
六
日
に
行
わ
れ
、
百
六
人
 
業
生

一
人
ひと
り
に
卒
業
証
書

の
若
い
ェ
ン
ジ
ニ
ア
が
学
び
舎
 
と
技

能
照
査
合
格
証
書
を
授
与
 

青
森
職
訓
短
大
で

卒
業
式
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
 

（辻
茂
校
長
）
の
卒
業
式
が
「
1
 

辻校長から卒業証書をうける卒業生 

し
た
あ
と
、「こ
の
感
激
を
忘
れ
 

る
こ
と
な
く
、
輝
か
し
い
人
生
 

に
旅
立
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
 

北
村
知
事

（
代理
）
と
佐
み
、
 

木
市
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
卒
業

生
を
代
表
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム

科
の
鵜
木
祐
史
君
が
謝
辞
を
述
 

広報ごしょがわら ⑦平成2年（1990年）4 月1日 

雪上グランドゴルフに興ずる
参加者 

スキーウォークラI)一の研修
をうける指導者 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
ス
ポ
 

ー
ツ
指
導
者
実
技
研
修
会
が
三

月
四
日
市
民
体育
館
を
主
会
場

に
体
育
指
導
員
な
ど
三
十
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、
ソ
フ
ト

・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ユ
ニ
ホ
ッ
ク

等
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
雪
上
グ
ラ

ウ
ノ
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
実
技
指

導
の
技
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。
 

,
 

 

．別
「講

周
潜昌
日瑚
冒
繊囲
償
・
 

10年継続表彰を受けるー戸シヤさん 

ぺ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
卒
業
生
一
同
から
記

念
に
、
桜
の
苗
木
百
本
が
同
校

に
贈
ち
れ
ま
し
た
。
 

平
成
元
年
度
の
北
辰
大
学
閉

講
式
が
三
月
八
日
午
前
十
一
時

か
ら
市
中
央
公
民
館
に
百
七
十

人
の
お
年
寄
り
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
 一
年
か
ら
三
年
ま
で
の

修
了
、
卒
業
者
百
四
人
に
修
了
 

・

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
 

閉
講
式
で
は
、
釜
落
市
教
育

長
が
一
年
、二
年
修
了
者
と
三

年
卒
業
者
の
代
表
、
お
よ
び
皆

勤
者
の
代
表
に
修
了
、
卒
業
証

書

・
表彰
状
を
手
渡
し
、「学
習

で
身
に
つ
け
た
こ
と
を
役
立
て
、
 

心
身
と
も
に
豊
か
な
生
活
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
山
形
四
郎
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
、
佐
々
木
愛
子
さ

ん
（
高
野
）
が
、「会
得
し
た
こ

と
を
人
生
八
十
年
を
生
き
抜
く

心
の
糧
と
し
た
い
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

皆
勤
者
表
彰
で
は
、
 一
戸
シ

ヤ
さ
ん
（
藻
川
）
が
十
年
継
続

表
彰
を
う
け
、
ひ
と
き
わ
大
き

な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

閉
講
式
に
先
だ
っ
て
、
三
年

卒
業
の
大
瀬
文
子
さ
ん
（
錦
町
）
 

が
 
「私
の
人
生
雑
感
」
と
題
し

て
意
見
発
表
を
行
い
、
感
銘
を

与
え
ま
し
た
。
 

脱
人
に

修

了
・

卒
業

証
圭
日

、
 

ー
 
ノ
 
ー
 
ー
 

曾

辰
大
学
が
閉
講
さ
 

(第708号)

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

(
辻
茂
校
長
)
の
卒
業
式
が
三

月
十
六
日
に
行
わ
れ
、
百
六
人

の
若
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
学
び
舎

市
教
育
委
員
会
主
催
の
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
実
技
研
修
会
が
三

月
四
日
市
民
体
育
館
を
主
会
場

に
体
育
指
導
員
な
ど
三
十
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ、

ソ
フ
ト

・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ユ

ニ
ホ
y
ク

等
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
雪
上
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
な
ど
実
技
指

導
の
技
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

を
巣
だ

っ
て
行
き
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
辻
校
長
が
卒

業
生

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書

と
技
能
照
査
合
格
証
舎
を
授
与

若
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
間
人
が
巣
立
つ

し
た
あ
と
、
「
こ
の
感
激
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
輝
か
し
い
人
生

に
旅
立

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞。

北
村
知
事
(
代
理
)
と
佐
々

木
市
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
卒
業

生
を
代
表
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム

科
の
船
木
祐
史
君
が
謝
砕
を
述

一
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べ
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生

一
同
か
ら
記

念
に
、
桜
の
苗
木
百
本
が
同
校

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。問

人
に
修
了

率
E

雌
薬
事
胤
・
主
日

北
辰
大
学
が
閉
講
式

辻校長から卒業証書をうける卒業生

• 

10年継続表彰を受ける一戸シヤさん

平
成
元
年
度
の
北
辰
大
学
開

講
式
が
三
月
八
日
午
前
十

一
時

か
ら
市
中
央
公
民
館
に
百
七
十

人
の
お
年
寄
り
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、

一
年
か
ら
三
年
ま
で
の

修
了
、
卒
業
者
百
四
人
に
修
了

.
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。閉

講
式
で
は
、
釜
泊
市
教
育

長
が

一
年、

二
年
修
了
者
と
三

年
卒
業
者
の
代
表
、
お
よ
び
皆

勤
者
の
代
表
に
修
了
、
卒
業
証

書

・
表
彰
状
を
手
渡
し
、
「
学
習

で
身
に
つ
け
た
こ
と
を
役
立
て
、

心
身
と
も
に
登
か
な
生
活
を
送

っ

τく
だ
さ
い
」
と
式
砕
を
述

べ
ま
し
た
。

スキーウオークラリ ーの研修
をうける指導者

雪上グランドゴルフに興ずる
参加者

次
い
で
、
山
形
四
郎
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
、
佐
々
木
愛
子
さ

ん

(高
野
)
が
、
「会
得
し
た
こ

と
を
人
生
八
十
年
を
生
き
抜
く

心
の
糧
と
し
た
い
」
と
お
礼
の

言
集
を
述
べ
ま
し
た
。

皆
勤
者
表
彰
で
は
、

二
戸
シ

ヤ
さ
ん
(
藻
川
)
が
十
年
継
続

表
彰
を
う
け
、
ひ
と
き
わ
大
き

な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

開
講
式
に
先
だ

っ
て
、
三
年

卒
業
の
大
瀬
文
子
さ
ん

(錦
町
)

が
「
私
の
人
生
雑
感
」
と
題
し

て
な
兄
発
表
を
行
い
、
感
銘
を

与
え
ま
し
た
。
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「福祉タクシー」利用券を 
交付します 

ン対象者 市内に住所のある在宅視覚障害者の

人で身体障害者手帳1級及び 2 級の認定を受

けているメ、。 

）助成の程度 タクシー利用1回につき440円、 

年 6 回まで。 

レ申請方法 身体障害者手帳、印鑑持参のうえ

市福祉事務所福祉係へおいでください。（代理

人でも可） 

※言羊しくは、市福祉事務所福祉係（か国）2111番 

内線297番）へどうぞ。 

占“轟心A A、昌甘佳 
早夢裏ヌ丁云一云貝券果 

D対象 どなたでも会員になれます（初心者歓 

迎） 

＞練習 毎週木曜日 （午前10時～正午） 

ン場所 市民体育館（サフ’体育館） 

＞連絡先 昼間…古”はん（か電5)7919番）、午後 

6 時以降・・・花田さん（廿（③5)2 189番）まで％ 

津
軽
ア
ス
ナ
口
五
所
川
原
支
部

杜
の
上
の
今
朝
の
気
流
に
乗
れ
ぬ
鳶
斜
め
に
落
ち

来
（
く
）
声
も
立
て
ず
に
 

大
沢
 
寿
夫

し
な
や
か
な
貴
女
の
指
に
マ
ッ
チ
し
て
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
そ
の
輝
き
よ
 
青

山
 
栄
治

朝
早
く
ど
こ
か
ら
と
な
く
集
ま
り
し
今
年
生
れ
の

小
さ
い
雀
 

堀
内
き
み
子

雪
荒
ぶ
山
に
月
照
り

一
本
の
樹
骸
が
放
つ
ま
ぶ
し

き
樹
霊
 
山
谷
 
久

子

目
覚
め
て
は
老
い
は
寂
し
き
雨
の
音
風
の
音
聞
き

午
前
二
時
と
な
る
 
崎
野
 

清
蔵

風
の
音
冴
え
か
え
り
つ
つ
月
青
し
未
来
と
過
去
を

結
ぶ
道
ど
こ
 
赤
坂
千

賀
子
 

短 

歌 

県民の森楚珠山・自然観察会 

	 参加者募集 

レ日 	時 4 月 2 9 日 （みどりの日） 

午前 1 0時～ 

ン集合場所 県民の森ビジターセンター育f「 

レ募集定員 50 人（先着順） 

レ参加資格 掩珠山頂まで歩ける人 

レ参 加 費 無米斗 

レ準備するもの 筆記用具・雨具・弁当・水筒 

＞服 装 野外活動のできる服装（ハイキン 

グシューズまたは長靴） 

レ申し込み方法 4 月20 日までに県自然保護 

課へ電話（ 0 1 77⑩ 1 1 1 1内 

線3156・3 .1 5 7 ）でお申し 

込みく ださし、r、 

市民弓道教室一受講生募集 

もっと美しく、姿勢が良く なりたい方どうぞ。 

ン対 象 どなだでもけっこうです。 

う練習日 4 月 7 日～6 月12日までの毎週火・ 

土曜日（午後 7 時～ 9 時） 

レ場 所 三道会館弓道場 

ン申し込み 4 月 5 日までに成田印店（市内新 

田丁廿I訪1083番）へどうぞ。 

ソフトボール部員募集 
レ対 象 市内在住の女性でソフ トン」ぐールの好 

きな方。（初心者歓迎） 

ン其月 問 来年 3 月末まて、 

ン練 習 毎週2 回 

ン連絡先 五所川原ママーズクラブ蒔田さん 

（市内鳥森か（⑩）4435番） まで。 

暖冬小雪のまま厳しい冬が過ぎま したが、今年に人り交通事故による犠牲者がすでに昨年

を上回るペースで発生しています。 その事故の内訳をみると飲酒、暴走運転による事故が多

く発生し特に、若年運転者による事故が多発しています。 また、子供や高齢者が犠牲となる

交通事故が多く なるのもこれからです。 

4 月 6 日から 4 月 15日迄の 10日間を “春の全国交通安全運動” の期間として市民の皆

さんに交通事故に遭わないよう・起こさないよう、 4 つの重点目標を掲げ安全運転を呼びか

けていきますので、 ご協力をお願いします。 

	☆重点目標☆ 

子供と高齢者、特に新入学（園）児童の交通事故防止 
若年運転者による飲酒、暴走等無謀運転0万宣放 

ニ輪車、 自転車乗用中の交通事故防止 
正しい方法によるシートベルト、ヘルメットの着用の徹底 

ー
 
ワ
」
〔
ィJ
d
,
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「県民の森荒珠山・自然観察会「
参加者募集 | 

広報ごしょがわら手成 2年(1990年)4月1日

(みどりの日 )

午前 10時~

1>集合場所 県民の森ビジターセンター前

1>募集定員 5 0人(先者)1頃)

1>参加資格 党珠山頂まで歩ける人

1>参 加費無料

1>準備するもの 筆記用具 ・雨具・弁当・水筒

1>服 装野外活動のできる服装(ノ、イキン

グシューズまたは長制t)

1>申し込み方法 4月 20 nまでに県自然保護

課へ7包括 (01 7 7⑫ 111 1内

線 3 1 5 6 ・3 1 5 7)てもお申し

込みくだ、さし当。

4月 29日時1>日

タクシ一利用 1回 につき 440円、

(ft⑮ 2111香

市民弓道教室ー受講生募集

車線愛好会一会員募集
1>対象

迎)

1>練習毎週木曜日(午前10時~正午)

1>場所市民体育館(サブ体育館)

1>連絡先 昼間・・古川さん(宮⑮ 7919香 )、午後

6時以降一花田さん (ft⑮ 2189番)まで。

(初，心者歓どなたでも会員になれます

(市内新

も っ と美しく、姿勢が良くなりたい方どうぞo

b対象 どなたでもけ っ こうです。

1>練習日 4 月 7 日 ~6 月 12 円までの毎週火・

七 l泌円(午後 7 時~9 時 )

1>場所 三 道会館弓道場

1>申し込み 4月 5日ま でに成田印自

町宮⑮ 1083寄 )へどうぞ。

E記

r福祉タクシ-.J利用券を

交付します
じ〉対象者 市内に住所のある復宅視覚障害者の

人で身体障害者手帳 1級 及び 2級の認定を受

けている人。

1>助成の程度

年 6固まで。

1>申請方法 身体障害者手帳、印鑑持参のうえ

市福祉事務所福祉係へおいでください。(代理

人でも可)

※詳しくは、市福祉事務所相祉係

内線 297番)へどうぞ。

ソフトボール部員募集
1>対象 市内布itの女性でソフトボールの好

きな万。(初心有歓迎)

1>期間来年 3月末 まで

1>練習毎週2回

1>連絡先 丘所川原ママーズクラブ蒔田さん

(市内烏森君⑮ 4435啓 ) まで。
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暖冬小雪のまま厳しい冬が過ぎましたが、今年に入り交通'J1放 による犠牲省がすでに昨年
を上回るベースで発生しています。 その事故の内訳をみると飲酒、暴走運転による事故が多
く発生し特に、若年運転者による事故が多発しています。 また、 子供や高齢者が惜性となる

交通事故が多くなるのもこれからです。
4月 6日から 4月 15 FI~の 1 0 I~I 聞を“春の令間交通安全運動"の期間として市民の皆

さんに交通事故に遭わないよう ・起こさないよう、 4つの毛点同楳を掲げ安全運転を呼びか

けていきますので、ご協力をお願いします。

古 重点目標古

子供と高齢者、特に新入学 (園) 児童の交通事故防止
若年運転者による飲酒、暴走等無謀運転の追放
二輪車、自転車乗用中の交通事故防止
正しい方法によるシートベルト、ヘルメツトの着用の徹底

一-4月6日------1 5日一一一

1
2
3
4
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狂犬病 予防注射と登録 
レ犬の登録は年 1 回です。 

犬の注射・登録手数料表 

区 分 金 	 額 

注 射 手 数 料 2,760円 

登 録 料 2,100円 

計 4,860円 

⑨飼い主の皆さんへ 

叢慧雛L tQtM誌と｝ 3 万円以下の罰金 
※放し飼いは事故のもとです。 他人に迷惑をか

けますから絶対にしないでください。 

詳しいことは、市衛生課予防衛生係（廿電5>21 
11番内線272番）へお問い合わせください。 

狂犬病予防注射日程表 

月日 場 	 所 時 	間 

4
月

1
1
6
日
卿
 

み ど り 町 コ ミ セ ン 栄 前 9 :0O-10:30 
梅 	田 成 田 理 容所 前 10:40-11:00 

ク 梅沢地区研修センター前 11:10-41:30 
中 	泉 集 	会 	所 前 11:40-12:00 
羽野木沢 コ ミ セ ン七和前 13:00-13:30 
持 子 沢 集 	会 	所 前 13:40-14:00 

4
月

1
L
7
L
I
 因
 

福 	山 石 岡 給 油所前 9 :30-9 :50 
野 	里 野 里 公 民 館 前 10:00-10:20 
神 	山 松 野 商 店 前 10:30-10:50 
松 野 木 十 	文 	字 11:00-41:20 
福 	岡 佐 々 木 商 店 前 11:30-11:50 
若 	山 集 	会 所 前 13:20-13:40 
戸 	沢 斎 藤精 米 所 前 13:50-14:10 

4
月

1
1
8
L
I
困
 

「
 

 

桃 	崎 バ 	ス 	停 	前 9 :30~ 9 :50 
石 	畑 集 	会 	所 	前 10:00-10:20 
馬 	性 集 	会 	所 	前 10:30-10:50 
平 	町 消 防 屯 所 前 11:00-11:20 
興 	隆 消 防 屯 所 前 11:30-11:45 
飯 	詰 秋 元 商 店 前 13:00-13:20 

ク 飯 詰 支 所 前 13:30-14:10 
下 岩 崎 集 	会 	所 	前 14: 20-14: 40 

4
月

1
1
9
L
I
困
 

十
  

集 	会 	所 	前 9 :30~ 9 :50 
漆 神 	社 	前 10: 00~b0: 20 
吹 	畑 毛 内 光 春宅 前 10: 30-10: 50 
唐 笠 柳 T 	字 	路 ii:oo~ii:io 
石 	岡 寺 田 武道 宅 前 11:20-11:40 
米 	田 対 馬 精 米 所 前 13: O0-13 :20 
金 	山 児 	童 	館 	前 13:30-13:50 
水 野 尾 集 	会 	所 	前 14:00-14:20 

4
月

2
0L
I
囲
 

種 	井 集 	会 	所 	前 9 :301~ 9 :50 
山
  

コ ミ セ ン 中川前 10: o0~io: 30 
桜 	田 神 	社 	前 10: 40~li】 00 
沖 飯 詰 消 防 屯 所 前 11:10-11:30 
毘 沙 門 毘沙 門 十 文 字 13:00-13:20 

ク 泉 谷 正 志 宅前 13: 30-13 :50 
長 	富 集 	会 所 	前 14:00-14:20 
共 	栄 集 	会 	所 	前 14:30-14:40 

月日 場 	 所 時 	間 

4
月

2
3L
I囲
 

湊 集 	会 	所 前 9 :30-10:10 
姥 	葱 神 	社 	前 10:20-10:40 
稲 	実 消 防 屯 所 前 10:50-11:10 
広 	田 市農協栄支所前 ii: 20一1il: 40 
七 ッ 館 消 防 屯 所 前 13:00-13:20 
浅 	井 ドライブイン横綱前 13:30-13:50 

4
月
 
2
4
 
日
 
因
 

豊 	成 り ん ご 倉庫 前 9 :30-9 :50 
俵 	元 消 防 屯 所 前 10:00-10:20 
原 	子 コミュニテイハウス原子前 10:30-11:00 
前 田 野 目 西 塚 商 店 前 11:10-11:30 
派 	立 新 谷 勝 男 宅 前 13:00-13:20 
高 	野 高野文化センター前 13:30-13:50 

ク 神 	社 	前 14:00-14:20 

4
月

2
5L
I困
 

田 園 調 布 藤 巻 商 店 前 9 :00~ 9 :20 
松 島 町 ．松 島 会 館 前 9 :30-11:10 
一 	ッ 	谷 中 央 公 民館 前 11:20-11:50 
鎌 谷 町 鎌谷町防災センター前 13: 00-13: 30 
田町・栄町 白 衣 神 社 前 13:40-14:00 
平 和 町 集 	会 	所 	前 14:10-14:50 
岩 木 町 市民文化会館前 15:00-15:40 

4
月

2
6日
困
 

下平 井町 老 人 ホ 一 ム 前 9 :30-10:00 
敷島町・雛田 しきしまコミセン前 10: 10-10:40 
旭 	‘町 斎 勝 駐 車 場 10: 50~il: 20 
末 広 町 保 健 所 前 13:O0-14:00 
小 	曲 秋 田 谷 旅館 前 14:10-14:30 

ク 農村婦人の家前 14:40-15:00 

4
月

2
7L
I固
 

高 	瀬 集 	会 	所 	前 9 :30-9 :50 
鶴 ケ 	岡 コ ミ セ ン三好前 10:00-10:20 
上 藻 川 農 協 倉 庫 前 10: 30-10】 50 
下 藻 川 消 防 屯 所 前 ii: oo・～ii: 30 
新 宮 町 集 	会 	所 	前 13:00-13:20 
若 	葉 森 	の 	家 	前 13:30-14: 10 
田 I日田川小学校前 14:20-14:40 

※都合の良い場所で受けることができます。 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

容34-4999番 
（救急医療部会） 

火災情報は 

容34- 2323番 

⑨平成2年(1990年)4月1日 広報ごしょがわら (第708号)

E霊草3 予防注 射 と 登 録
[>犬の登録は年 l回です。

犬の注射・登録手数料表

区分 | 金額

注射手数料 2.76 0 Pl 

登録料 2.100ドl

計 I 4.860ド1

0飼い主の皆さんへ

(1)犬の登室求をしないと ) 
I 3)j円以下の別金

(2)犬のi宝身寸を受けないと}

※放 し飼いは事故のもとです。 他人に迷惑をか

けますから絶対にしないでください。

洋しいことは、市衛生諜予防衛生係 (ft⑮ 21

11器内線272!s:)へお閉し、合わせ ください。

狂犬病予防注射日程表

1111 JJ;j 所 目、? f問

みど り町 コミ セ ン 栄前 9 :00-10:30 
4 

悔 回 成田理容所前 10: 40-11: 00 
月

" 機沢地l豆研修センター前 11: 10-11: 30 
16 
中泉 集会所前 11:40-12:00 

口
(月)

羽里子木沢 コミ セ ン じ布l，iiJ 13:00-13:30 

静子沢 集 dZ〉ミ、 ;11庁 前 13:40-14・00

福 山 石岡給 illlPlf前 9 :30-9 :50 
4 里子 里 野 里 公民館前 10: 00-10: 20 

n 神 山 十公野商庖(，ij 10:30-10:50 

17 十公 lf 木 卜 文 字: 11: 00-11: 20 

日 福 岡 佐々木商r.5前 11: 30-11: 50 

ω J干 山 1長 dZ〉弐、 所 ，jiJ 13:20-13:40 

yコ 7尺 斎様車18i米所前 13:50-14:10 

桃 山奇 ノ、 ス 停 IIIJ 9 :30-9 :50 

4 石 畑 集 dZb三、 戸庁 自白 10:00-10:20 

月
Eも f年 集 dヱミb、 所 前 10: 30-10: 50 

18 
平 回I 消防屯所前 11: 00-11: 20 

飼J 、l 隆 消防屯所前 11: 30-11: 45 
u 

飯 u3t1z ニ 秋 疋 商庖，iij 13:00-13:20 
休)

" 飯 j占 支 1'，庁内iJ 13: 30-14: 10 

，下 岩 崎 集 dz〉=z、 所 ，i可 14:20-14:40 

"1 集 dZ〉三、 所 Ii1J 9・30-9・50

4 I奈 111 神 社 1清 10:00-10:20 

月
l吹 知l 毛 内光存宅前 10: 30-10: 50 

19 
唐 笠 相P T { 子 路 11・00-11:10 

石 岡 寺 田 武道宅前 11: 20-11: 40 
日

米 回 対 馬 精米 fil庁前 13:00-13:20 
(本) 金 山 ~~ 且且主 館 ，iij 13:30-13:50 

水 里子 「己 集 dZ〉ミ、 11庁 内可 14:00-14:20 

紅! 井 集 dZ〉ミ、 戸庁 前 9 :30- 9: 50 

4 111 山 コミ セ ン中川!日 10・00-10:30

n 絞 回 神 本t ，jiJ 10:40-11・00

20 
飯 111~ヒ， 消 防 屯所内~J 11:10-11:30 

毘 沙 |勺 毘 沙 門 1-文 字 13:00-13:20 
日

今 泉谷正 ぷ 宅 前 13:30-13:50 
幽 長 富 集 三Z〉ミ、 所 ，iij 14:00-14:20 

共 栄 集 dZ〉2ミ、 ii，庁 ，jiJ 14:30-14・40

J111 jJ;'j 所 11干 間

i~ 集 f3: 三 所 前 9 :30-10:10 
4 

姥 治 神 社 lJI! 10:20-10:40 
I1 

ヲミ 消防屯所前 10: 50-11: 10 稲
23 

市農協栄支所前
JJ 

広 回 ll: 20-11: 40 

(月)
七 ツ 館 消防屯所前 13:00-13:20 

j長 )t ドラ イフイン横綱，iiJ 13: 30-13: 50 

~ 目立 り ん ご倉庫内;ij 9: 30-9: 50 

4 fi>え JC 消防屯所，iiJ 10:00-10:20 

I1 原 子 コミュニティハウス原子前 10: 30-11 :00 

24 前田野 iJ 凶塚商庖前 11: 10-11: 30 

Jl j辰 tr. 新谷勝'fJ宅前 13:00-13:20 

げ~) ru1 里子 ftZ里子文化セ ンター前 13:30-13:50 

" 事jI 宇土 ，i可 14:00-14:20 

回ほl調布 d事 巻 商 庖 前 9 :00-9・20

4 松 品 凹I 松島会館前 9 :30-11:10 

I1 y 谷 中央公民館前 11:20-11:50 

25 i正 谷 開[ 鎌谷町防災セ /タ一前 13:00-13:30 

I1 回111f 0 栄町 (1 :J主神社前 13: 40-14: 00 

(本) 平 府l 同I 集 Z必2益L、 所 前 14:10-14:50 

岩 木 阿T 市民文化会館前 15:00-15:40 

下 平 )1'困I 老人ホ ーム 自iJ 9 :30-10:00 
4 

敷島町 ・雛田 しきしまコミ セン前 10:10-10:40 
月

fl.II 四I 斎勝駐車均 10: 50-11: 20 
26 

末 広 f呆 健 Pfr ，i可
11 

13:00-14:00 

(本)
曲 秋田谷旅館前 14・10-14:30 

" 農村船人の家，i可 14・40-15:00

品 1頼 1長 dZ〉4、 所 (J可 9 :30-9 :50 

4 五島 ケ l珂 コミ セ ンニ !IflIIi 10:00-10:20 

月 上 五長 111 農協倉庫前 10:30-10:50 

27 F 五車 111 消防屯所前 11: 00-11: 30 

I1 新 月 同I 1長 ZZA 主 所 自iJ 13:00-13・20

(錫 士号 見5 主主 の 家 内~J 13: 30-14: 10 

国 111 IH 回川小学校白~J 14:20-14・40

※伺i合の良い均所で受けること ができま す 。

休日・夜間の急病は
在宅医師の!照会は消防署へ

(救急医療部会)
一一 一 ・，...，.....，."・・0・.，...，....，......リ"""・・ ・"，""'"・0・句白 0・，......"....."".....，......，....，・I旬。υ"0・"....・"........・""'.，..1・.，...，.....ず

火災情報は

ft34-2323番 j



みんなの健康教室 
ン日 時 

4 月27日（劃 午後 1時 

ン場 所 

市保健センター 

レ講 師 

対馬昭幸先生 

（対馬内科小児科医院長） 

レテーマ「急病人がでたらあなたならど J しますか」 

）主 催 北五医師会・市民保健協議会 

平成 2 年（1990年）4 月1日 	 広報ごしょがわら （第708号）⑩ 

     

     

     
北限の梅林・今咲き誇るー第 1回ごしょがわら梅まつり 

ン会期 4 月15日（日）~4月30日 （月） 

レ会場 津軽フラワーセンター梅林G有内神山） 

⑥催し物 

4 月15日 （日）・・・幼稚園・保育所鼓笛隊コン

サート、川柳大会、俳句大会 

4 月22日 （日）‘・・短歌大会 

※川柳・俳句・短歌については、会期中自由に

作句・作歌のうえ投函（題は 「梅」 0 未発表

のもの）できる箱を会場に設置します。（優秀

作品には賞品を差し上げます。） 

⑨募集期間… 4 月16日～5 月31日 

．市内小・中学校写生大会、写真コンテス ト 

I⑨「写真コンテスト」作品募集 

ンテーマ 津軽フラワーセンター十毎材こに関連す

るものであれば自由 

レ」；き了募資格 特にありません 

レ応募方法 （①）カラー・モノクロとも四ツ切り

プリン ト。 組写真可。 未発表のもの。 

②作品裏面に 「テーマ」「住戸斤」「氏名」「電話番

号」「年齢」 を明記した自作の応募票を貼付。 

③入賞者にはネガを提出していただきます。 

（なお、作品は返却いたしません。） 

レ募集期間 4 月16日（月）-.5 月31日（木） 

※作品の送り先及び間い合わせう乞 

市商工観光課（＝電5)2 111番内線259番） 

テス ト 

ロ（幼 
Q 

本年6月第4土曜日（23日）から毎月第2・第4土曜日が「閉庁」となります 
市役所は、本年 6 月第4 土曜日 （23日）から

毎月第 2 ・第4 土曜日が閉庁（休み） となりま

す。 国や県ではすでに土曜閉庁を実施していま

すが、五所川原市でも市役所本庁、各支所など

が 「閉庁」 となりますので、iまi民の皆さんのご

理解とご協力をお願いします。 

なお、市民生活に関連の深い次の施設などは

第 2 ・第4 土曜日も休まず業務を行います。 

ボリオ（小児マヒ） 
ワクチン接種 

レ対象 牛後 3 カ月から48カ月までの乳幼児。 

）受付時間 午後1時～1時30分 

~ 
ン接種方法 6 週間以上の間隔で4 月と 5 月に 

2 回受けてください。（尚、昨年1回

のみ接種の人は、今年 2 回目を受け

てください。） 

ン注意事項く①）問診票を記入し、母子健康手帳と

いっしょに持ってきてください。 

（②お子さんの健康状態を良く知って

いる方がお連れください。 
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4 月20日 
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5月31日 

（木） 

西北中央病院、学校、ゴミの収集、市民文化

会館、中央公民館、図書館、市民体育館、葬斎

苑、消防署など。 

詳細については 「広報ごしょがわら 4 月15日

号」 以降でお知らせします。 

問い合わせ 

総務部人事課（内線312・313番） 
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人の命を勤「愛の献血」にご協力を！ 

期 	日 時 	間 場 	所 

4 月 9日 
（月） 

午前10時から 
正午まで 高野文化 

センター前 午後1時から 
午後 4時まで 

午前10時から 
正午まで 
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午後1時20分から
午時4時まで 

市農協七和支所前 

平成 2年(1990年)4月1日 広報ごしよかわら (第708号)⑩

北限の梅林・今咲き誇る-第 1回ごLょがあら梅まつリ
[>会期 4月15日(日)~4 月 30 日(月)

[>会場 津軽フラワーセンター梅林(市内神山)

0催し物

4月15日(日)ー・・幼稚園 ・保育所鼓笛隊コン

サート、 川柳大会、俳句大会

4月22日(日) 一短歌大会

※川柳 ・俳句 ・短歌については、会期中自由に

作句・作歌のうえ投函(題は「梅」 。未発表

のもの)できる箱を会場に設置します。(優秀

作品には賞品を差し上げます。)

。募集期間・・・ 4 月 16 日 ~5 月 31 日

-市内小 ・中学校写生大会、

議 論怜
写真コンテスト

oejf) 
号

|。「写真コンテスト」作品募集 |

じ〉テーマ 津軽フラワーセンター梅林に関連す

るものであれば自由

b応募資格 特にありません

[>応 募 方 法 ①カラー ・モノクロとも四ツ切り

プ リント 。 組写真可。未発表のもの。

②作品裏面に「テーマJr住所Jr氏 名Jr電話番

号Jr年齢」を明記 した自作の応募票を貼付。

③入賞者にはネガを提出していただきます。

(なお、作品は返却 いたしません。)

[>募 集 期 間 4月16日(月 )~ 5月31日(木)

※作品の送り 先及び聞い合わせ先

市商工観光課 (ft⑧ 2111番内線 259番 )
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市役所は、本年 6月第 4土曜日 (23日)から

毎月第 2 ・第 4土曜日が閉庁 (休み)となりま

す。 国や県ではすでに土曜閉庁を実施 していま

すが、五所川 原市でも 市役所本庁、 各支所など

が「閉庁」となりますので、 市民の皆さんのご

理解とご協力をお願いします。

なお、市民生活に関連の深い次の施設などは

第 2 ・第4土曜日も休まず業務を行います。

ポリオ(小児マヒ)
ワクチン接種

[>対象 生後 3カ月から48カ月までの乳幼児o

b 受付時間 午後 1 時~1 時30分

じ〉 接種方法 6週間以上の間隔で 4月と 5月に

2回受けてください。(尚、昨年 1回

のみ接種の人は、今年 2回目を受け

てください。)

[>注意事項① 問診票を 記入し、母子健康手帳 と

い っ しょに千寺ってきてください。

②お子さんの健康状態を 良く知 って

いる方がお逮れください。

。 地区別 日程
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市保健
センター

(働く 婦人の
家併設)

西北中央病院、学校、ゴミの収集、市 民 文 化

会 館 、 中 央 公 民 館 、 図 書 館 、 市 民 体 育 館 、 葬 斎

苑、消防署など 。

詳細については「広報ごし ょがわら 4月15日

号」以降でお知らせします。

聞 い合わせ

総務部人事課 ( 内 線 3 12 ・3 13番)

人の命を救う「愛の献血」にご、協力を/

期 円 時 間 場 所

午削10時から
正午まで 高野文化

午後 1時後から セ ンター前

4月9日 午 4時 まで

(月) 午前10時から
コセミ ュンニタテー原ィ 子前正午まで

午後 1時時20分から
午 4時 まで

市農協七利支所前

みんなの健康教室
[>日時

4 月 27 円 (~ 午f灸 1 日寺

[>場所

市保健センタ-

b講 師

対馬昭幸先生

(対局 内科小児科医院長)

[>テーマ 「急病人がでたらあなたならど うしますか」

b主 催 北五医師会・市民保健協議会
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